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フォローアップ事業「JENESYS 韓国青年訪日団同窓会」の記録 

 

１．プログラム概要 
【目的】「対日理解促進交流プログラム(JENESYS)」による訪日団経験者の同窓組織の活性化を通

じて、日本との繋がりの持続を促進するとともに、日本に対する肯定的な認識と理解の拡大に寄与

することを主目的に、「JENESYS 韓国青年訪日団同窓会」を実施しました。 
 
【参加者】韓国の大学生・社会人等合計 58 名 

（内訳）在大韓民国日本国大使館公報文化院選抜訪日団同窓生 58 名 

 
【日程】 
 同窓会 

2023 年 8 月 23 日（水曜日）（於：ソウル市内） 
（1）日本と各国とのつながりの紹介： 

寺江瞳 国際交流基金ソウル日本文化センター日本語・日本研究部長 
   市川修 宮城県ソウル事務所所長 
   山本剛 在大韓民国日本国大使館 JET プログラム担当 
（2）参加者による活動報告： 
   グループ別成果及びアクション・プラン発表 
（3）次第 
   グループ別成果及びアクション・プラン発表 
   日本関連事業組織紹介（国際交流基金ソウル日本文化センター、宮城県、JET プログラム） 
   同窓組織「Korea-Japan Alumni Forum（略称：KJAF）」運営委員会紹介及び任命式 
（4）来賓 
   古村哲夫 在大韓民国日本国大使館公報文化院副院長 
 
２．記録写真 

  
2023 年 8 月 23 日【基調講演】 
宮城県ソウル事務所「地域の魅力紹介」 

2023 年 8 月 23 日【成果発表】 
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３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 韓国 大学生（岩手県にてホームステイ） 

訪日プログラムだけではく、帰国後もフォローアッププログラムに参加できて良かったです。一

緒に訪日した友人たちとの持続的な交流だけではなく、OB や来賓の方々との出会いを通じて、新し

い縁を築くことができました。 
 
◆ 韓国 大学生（岩手県にてホームステイ） 

一緒に訪日した訪日団の皆様や団長をはじめ、懐かしい方々と再会できて嬉しかったです。また、 

宮城県ソウル事務所長の講演や JET プログラムの紹介などを通じて、最後まで学びの多いプログラ

ムだと感じました。 

 
◆ 韓国 大学生（岩手県にてホームステイ） 

日本をより身近に感じながら、実際に体験することができ有意義な時間でした。プログラム全般

を通し、日本に対する固定観念を変えるきっかけになりました。 

 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 同窓会実施協力機関（宮城県ソウル事務所） 
貴重な交流機会をありがとうございました。プログラムに参加された学生の皆さん一人一人がと

ても素直で、そしてバイタリティに溢れていました。その姿がとても頼もしく、そして勇気をいた

だきました。きっと皆さんは、これからの日韓交流を引っ張っていく存在になっていくのだろうと

思います。もしまたご縁があれば、このプログラムが学生の皆さんにとって益々良き機会となるよ

う、微力ながらお手伝いさせていただければ幸いです。 
 
５．参加者の対外発信（抜粋） 

  
2023 年 8 月 23 日（Instagram） 
初めての対外活動は JENESYS Cool Japan R
eporter でしたが、以後、多くの活動に参加しま

2023 年 8 月 23 日（Blog） 
宮城県ソウル事務所長から宮城県についての紹

介がありました。私は今回 JENESYS を通じて
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した。日本で日本文化を感じるとともに、日本

の防災政策を学べるすばらしいプログラムでし

た。良きメンバーにも恵まれ、現在まで関係が

続いています。今回の同窓会で久しぶりに皆さ

んと再会でき、うれしかったです。 

東北の宮城県を初めて訪問しました。美しい自

然景観が魅力的な都市でした。日本には東京、

大阪以外にも魅力的な観光地が多いですが、日

本旅行を計画中の方々には、東北地方と宮城県

を推薦したいです。 
 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


